
［成果情報名］ ロータリハローシーダを用いた水稲の乾田直播栽培体系 

［要約］水稲乾田直播栽培において、播種前後鎮圧を行うことでロータリハローシーダを用いた乾

田直播栽培が可能である。施肥は播種機の施肥シュート改良により肥効調節型窒素肥料を用いて

接触施肥し、播種条間は 20cm とすることで収量を確保できる。 
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［背景・ねらい］ 

積雪寒冷地における乾田直播栽培では、雪解け後から播種するまでの期間が短いため、ほ場準

備が天候に左右されやすく、十分な砕土や排水性が得られにくい。また、播種後も、降雨等の影

響により出芽が不安定となる場合が多く、積雪寒冷地においては、天候に左右されにくいほ場準

備や出芽向上面からみた栽培技術の組み立てが必要である。また、コスト面から既存の播種機を

用いた栽培体系の組み立てが求められており、麦、大豆で幅広く使用されているロータリハロー

シーダを用いた導入しやすい乾田直播技術を確立する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ロータリハローシーダを用いた乾田直播では、クローラトラクタ鎮圧などを用い播種前鎮圧

を行うと播種深が安定し、さらに播種後にカルチパッカを用いた鎮圧を行うことで籾と土壌が

圧着され、播種深 2cm 以内に安定して播種が可能であり、苗立ち率が向上する（図１）。 

２．播種機の施肥シュートを改良することで、肥効調節型窒素肥料を種子に接触するよう施用（以

後接触施肥という）でき、通常の側条施肥に比較して、苗立ち後の地上部稲体窒素濃度および

窒素吸収量が高まり（図２）、初期生育が良好となることで、穂数が増加し増収する（表１）。

なお、倒伏程度や玄米品質に差は認められない。 

３．播種条間は、狭いほど増収し、移植栽培標準の 30cm より狭い 20cm 前後で播種することで収

量を高めることができる（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．試験は、岩手県北上市岩手県農業研究センター内（埴壌土・非アロフェン質黒ボク土）で行

い、供試品種は、「ひとめぼれ」および「どんぴしゃり」である。 
２．ロータリハローシーダには、代かきハローに装着した横溝ロール式の播種ユニットを使用し、

一般的な乾田直播同様、稲 2 葉期頃（播種後 30 日程度）まで乾田状態で管理した試験である。 
３．播種量は、播種条間ごとに乾籾換算 7.0～7.5kg/10a となるよう調整するとともに、基肥窒素

には肥効調節型肥料（リニア型）30 日タイプと 70 日タイプを 5 対 3 の割合で配合した肥料を

窒素成分で 9～10kg/10a 施用し、必要に応じて速効性肥料を追肥した試験である。 
４．速効性肥料を用いた播種時の接触施肥は、出芽を阻害するため行わない。 
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播種前後鎮圧有 (播種深平均1.40±標準偏差0.85）

0

5

10

15

20

25

0.
00

 
～

0.
25

～
0.

50
～

0.
75

～
1.

00
～

1.
25

～
1.

50
～

1.
75

～
2.

00
～

2.
25

～
2.

50
～

2.
75

～
3.

00
～

3.
25

～
3.

50
～

3.
75

～
4.

00
～

4.
25

～
4.

50
～

4.
75

～
5.

00
～

5.
25

～
5.

50
～

5.
75

～
6.

00
～

6.
25

～
6.

50
～

6.
75

～
7.

00
～

7.
25

～
7.

50

割
合

（
％
）

播種深 （ｃｍ）

播種前後鎮圧無 (播種深平均2.95±標準偏差1.70)

 図 1  鎮圧有無と播種深の分布（2009 年） 
   注 1）鎮圧有区は播種前にｸﾛｰﾗﾄﾗｸﾀ鎮圧、播種後ｶﾙﾁﾊﾟｯｶ鎮圧  
   注 2）発芽したものを播種後 39 日目（6/3）に調査。  
   注 3）調査時の白化茎長を播種深とした。  

 
 

葉齢（平均 2.37±標準偏差 0.54） 
苗立ち率 91.5% 、穂数 507 本／m2 

葉齢（平均 2.30±標準偏差 0.76） 
苗立ち率 85.7%、穂数 418 本／m2 

全重
精玄米重
(1.9mm篩） （対比）

検査等級

(kg/10a) (kg/10a) (%) (1-10)

どんぴしゃり 側条施肥 直播用200+2回追肥 189 377 0.2 1439 541 (100) 2.0 7.8
〃 接触施肥 　　〃 248 507 0.5 1687 629 116 2.0 7.7

有意差検定 ns ** － ** ** － ns ns
注１）初期茎数は、苗立ち揃期頃（5/24)に苗立ち本数を150本/m2

に揃え、6/9調査した結果である。

注２）基肥は窒素9kg/10a(LP30:70=5:3)、追肥はN1.7kg/10a(6/23)＋N2.0kg/10a(7/6)　（どちらもNKC17号）
注３）検査等級は、1等上～3等下、規格外をそれぞれ1～10とし10段階で表示。
注４）玄米タンパク質含有率は、ケット社製AN-800分析値の水分15%換算値である。
注５）＊＊、nsは、それぞれt検定において危険率1%水準で有意差あり、有意差なしを示す。
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 接触施肥が初期生育及び収量に及ぼす影響（2010 年） 
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図 2 接触施肥と稲体窒素濃度  
注 1）供試験品種 どんぴしゃり 
注 2）播種日 4 月 21 日、播種条間 20cm 
注 3）施肥：窒素 9kg/10a（LP30:70=5:3） 
注 4）播種 48 日後(6/9、稲 4.5 葉期）調査 
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 図 3  播種条間と収量（2009～2010 年） 

注 1）2009 年試験耕種概要  
 播種日：4/24 
 播種量：乾籾 7.5kg10a（浸種後播種）  
 施肥窒素：基肥 9.5kg/10a（LP30：LP70＝5:3） 

追肥 1.7kg/10a(6/30) 
注 2）2010 年試験耕種概要  

播種日：「どんぴしゃり」は、4/20 
    「ひとめぼれ」は．4/19 
播種量：乾籾 7kg/10a（浸種後播種）  
施肥窒素：基肥 10kg/10a（LP30：LP70＝5:3）  
         追肥 1.7kg/10a(6/23) 

            2.0kg/10a（7/6）  
注 3）ｴﾗｰﾊﾞｰは標準偏差を表し、異なるｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ間に  

は危険率 5%水準で有意差あり（Tukey 法）。  
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